
1. からだの自然な働きを認めてみる
 冬の寒さでかじかんでいた身体は春に
なるとゆるんでくるそうです。
実は、花粉症もその現れと捉えることが
できるそうです。

目がクシュクシュ、鼻がグズグズ、連続
のクシャミ…。それらはギュッとガチガ
チに固まっていた凍土が、春の雪解け水
と共にグチャグチャと柔らかくなってい
くイメージと重ね合わせるとわかりやす
いかもしれません。

花粉症は辛い。でも、身体の内側から動
き出したいという要求があるのですか
ら、それを認めて、手助けしていくのも
テ。

整体など、日本人の身体を扱ってきた専
門家の間では、骨格から気の働きをよも
うとする技があるそうです。
ここでは、季節の変化に沿って起こって
くる身体の自然な欲求を認め、自分で骨
を動かしてみようとすることで、身体の
変化をうながし活性化していく方法を次
回よりご紹介してゆきます。
文：松田恵美子（身体感覚教育研究者）より引用
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清少納言の枕草子に『春はあけぼの。やうやう白くなりゆく山
際、少しあかりて、紫だちたる雲の細くたなびきたる』とありま
す。
春は早朝が も趣があるということですね。
20代の頃は徹夜でも仕事をすることが出来たのですが今は無理。2
時を回ったあたりで脳がいつもの半分くらいしか稼動していない
ことを認識します。
それで朝方に切り替えようとしているのですがこれがなかな
か・・・・目覚まし代わりの携帯電話のスヌーズ機能で何回鳴ら
していることやら。早起きの秘訣は早寝しかないのですが、心置
きなく眠れるようにしているといつの間にかこんな時間にという
ことが多いです。一人で眠っているのなら多分、空飛ぶ目覚まし
時計(5000円前後)買っていました。
でも雪で白く染まった田んぼが朝焼けちょっと前に見せる独特の
色合いは、眠いのを超えて見る価値のあるものですね。
その瞬間それぞれを大切にしていきたいものですね。

今日は陶板浴ひかりです。

陶板浴をオープンして２年目に入り、リピーターの方も80名
を超え、楽しいおしゃべりや体調の変化等、お客さまの笑顔
がとても嬉しいです。

  一ヶ月券で毎日通っていられる方が来られない日は１日中
どうされたのかしらと考え、次の日に元気においでになると
ホッっとしています。

　 先日大変嬉しいことが有りました。
　ガンにおかされた方が入院前ずっと通って下さっていて、
１２月入院、手術となり、主治医の先生が、この人はもう他
の臓器に必ず転移しているはずと言われて本人も心配してい
たのですが、退院前の検査でどこにも移転が見られなかった
との事。

　先生は首をかしげるばかり。本人は陶板浴で毎日体を暖め
ていた事が転移をまぬがれたのだと退院の時、わざわざ伝え
に来て下さいました。

　あらためて陶板浴をやっていて良かったと思えた一日でし
た。
冷えはあらゆる病気を招きます。身体を暖めいつまでも皆様
に元気でいてほしいそれが私の願いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：笹崎　アイ子
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